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（表紙説明）【上】  （最近の研究から「鉄・マンガン系層状ナトリウムインサーション材料に関する研究」より）O3型と P2型に分類可能な積層様式が異なる鉄・マンガ
ン系層状酸化物の合成に成功し、特に P2型の材料がナトリウムイオン電池用の新規電極材料として高性能であることを見出した。PFで X線吸収分
光法を用いた測定を行った結果、充電時に 3価の鉄がレドックス活性となることを確認した。

　　　　　　【下】  （最近の研究から「アボガドロ定数決定のための単結晶シリコンの完全性評価」より）28Si-10Pr11単結晶試料は半円形の形をしており，厚みは約
4 mmである。A面と B面の格子分布のヒストグラムの半値幅はそれぞれ 9.7 × 10−9と 1.0 × 10−8であり，同位体濃縮した結晶の均一性が自然同位体
配合の結晶に比べてかなり良くなったことがわかる。
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